
学術フォーラム

気候変動等による地球環境の
緊急事態に社会とどう⽴ち向かうか

－環境学の新展開－

「環境科学の新展開」
環境科学分科会
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環境学委員会関連分科会

第⼀部（⼈⽂・社会科学） 第三部（理学・⼯学）第⼆部（⽣命科学）

FE・WCRP分科会
11の⼩委員会

SDGｓのための
資源・材料の循環使⽤

検討分科会

脱炭素社会分科会

環境⼯学連合⼩委員会

⾃然環境分科会

環境リスク分科会

⼦どもの成育環境分科会

環境科学分科会

環境政策・環境計画分科会
サステイナブル投資⼩委員会

環境思想・環境教育分科会
環境教育の思想的アプローチ

検討⼩委員会

フューチャー・デザイン
分科会

地球環境変化の⼈間的
側⾯ (HD)分科会

環境学委員会関連の分科会（主設置、副設置含む）

第⼀部
桑野

第⼆部
⼤政
⼩﨑
⾕
真⽊
安⽥
吉⽥
恒川

第三部
北川 所
阿尻 ⼤河内
後藤 辻
野⽥ 花⽊
平尾 藤岡沙都⼦
宮崎 ⼭本
和⽥ 藤岡惠⼦

分野横断型分野別委員会
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環境科学分科会の設置趣旨

20世紀後半︓世界⼈⼝の急激な増加とエネルギー消費量の増⼤
⇒地球環境は⼈類の⽣存に関わるほど⼤きく変化

地域的な課題
産業・社会活動に関わる環境

汚染・廃棄物問題など
地球規模の課題
気候変動など

《環境に関わる諸問題の本質的解決》
step1︓科学的にアプローチする重要性を深く認識
step2︓環境変化の要因解析や⼈間・⽣態系への影響の分析評価
step3︓包括的理解に基づく技術的・社会的・政策的改善策の多⾓的な議論

環境学分野のビジョン
・低炭素社会の実現と気候変動の安定化
・⾃然との共存, 安全安⼼な社会の実現
・レジリアントな循環型社会の確⽴
・流域⾃然共⽣居住の実現
に向けた環境科学の学術基盤の整備を⽬指す
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報告:環境学の俯瞰(2014.6.1)

⼈と⾃然の相互作⽤

環境学俯瞰の軸と項⽬

環境学:
⼈間と⾃然の相互作⽤を把握
その関係を持続的に維持,改善・発展
のための科学技術の⽅法論を体系化

環境問題の解決への⾒通し
学問分野で整理するよりも, 環境
を研究する上で必要となる⾏為を
考えることで，解決に向けた道筋
を⽰しやすい
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開催シンポジウム紹介①
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開催シンポジウム紹介②



7

活動テーマ

⽣態学・⽣態系

気象環境緩和

エネルギー

都市(コンパクトシ
ティ・都市農業)

物質循環・
⼟地資源

⽣産技術・
社会(社会実装)

各委員の専⾨が多岐に
わたるため,６つのテー
マでWGを設置
⇒各WGが分野横断型

勉強会などを実施し
つつ議論を深化
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学術会議叢書(2020)

学術会議叢書27
持続可能な社会への道

─ 環境科学から⽬指すゴール─
(2020)

第１章 ⽣物の環境応答と⽣態系サービス
第２章 ⽣態系の物質循環と⼟地資源の最適管理
第３章 地球環境変化と気候緩和
第４章 資源循環技術の進歩と課題
第５章 再⽣可能エネルギー技術の進歩と課題
第６章 環境課題解決のための⽣産技術と社会実装
第７章 情報化社会における持続可能な社会構築

「持続可能な開発⽬標(SDGs)」
・本分科会の設置趣旨と深く関係
・経済・社会・環境の持続可能性を統合的に

扱う国際⽬標
環境科学の視点からSDGs, 持続可能な社会
への道を, それぞれの専⾨分野の⽴場からま
とめたもの
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今期の新たな展開

次世代を担う若者と対話を進めることで, 科学的
なアプローチから, 解決に向けて⾏うべき⾏為を
共に考え, 政策も含めた改善策へ展開させていく

新たなWG
社会(⼤学⽣たち)との対話の場の形成

今期の⽬標︓環境に関わる諸問題の本質的解決
包括的理解に基づく技術的・社会的・政策的改善策の多⾓的な議論

⇒１つの解決策の形を提案, それに⾄る⽅法論を共有

昨年COP26開催時に140ヵ国以上330名以
上の若者代表がオンラインでMockCOP26
を開催(https://www.mockcop.org/)
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今期の新たな展開(個⼈)

社会の価値観の再設定も重要
環境負荷を削減するためには
寛容性が必要では︖

北川の活動紹介:
マルチ⽣産システム論導⼊⇒既存産業の廃棄物から無限⼤の価値を創造
⇒農業含む持続可能な資源・経済の循環を創出


